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確
定
申
告

2

2002.  2.  1 市報かすが

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
筑
紫

税
務
署
の
職
員
に
よ
る
所
得
税
の
納
税

相
談
（
申
告
受
付
）
を
行
い
ま
す
。
税

務
署
か
ら
案
内
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
人
や

確
定
申
告
の
必
要
の
あ
る
人
は
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ

ラ
リ
ー(

大
谷
６
―
24)

日
程

２
月
20
日
�
〜
３
月
６
日
�

（
土
・
日
・
月
曜
日
は
休
み
）

確
定
申
告
書
配
布
場
所

税
務
署
、
市

役
所
税
務
課
窓
口
、
西
出
張
所

（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

確
定
申
告
の
必
要
が
あ
る
人

①
平
成
13
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

控
除
な
ど
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を

超
え
る
人

②
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
人

▽
給
与
の
年
収
が
２，

０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

▽
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

▽
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
人

注
意

▽
土
地
や
建
物
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

は
、
直
接
、
筑
紫
税
務
署
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
会
場
は
期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混

み
合
い
ま
す
。
申
告
は
早
め
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

▽
申
告
書
は
、
自
分
で
正
し
く
書
い
て

直
接
、
税
務
署
に
郵
送
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

▽
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期
限

は
、
３
月
15
日
�
で
す
。
期
限
内
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

※

納
税
に
は
、
便
利
な
「
振
替
納
税
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
、
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

会
場

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ

ー
▽
市
役
所
（
２
０
８
会
議
室
、
ま
た
は

大
会
議
室
）

※
　
日
に
よ
っ
て
会
場
が
変
わ
り
ま
す
。

日
程

２
月
14
日
�
〜
３
月
15
日
�

(

土
・
日
曜
日
は
休
み)

市
・
県
民
税
申
告
書
配
布
場
所

市
役

所
税
務
課
、
西
出
張
所(

い
き

い
き
プ
ラ
ザ
内)

申
告
す
る
必
要
が
あ
る
人

①
平
成
14
年
１
月
１
日
現
在
、
春
日
市

内
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、
平
成
13

年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
人

②
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
、
お
よ
び

そ
の
世
帯
主

注
意

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
、
ま

た
は
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
な
い

人
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は
、
市

民
税
、
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
市
役
所
（
２
０
８
会
議
室
、
ま
た
は

大
会
議
室)

で
は
所
得
税
の
確
定
申
告

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
告
書
は
、
自
分
で
正
し
く
書
い
て

直
接
、
市
役
所
に
郵
送
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

①
源
泉
徴
収
票
（
給
与
や
年
金
な
ど
の

所
得
が
分
か
る
書
類
）

②
控
除
に
必
要
な
書
類
（
平
成
13
年
中

の
も
の)

※

平
成
13
年
中
と
は
、
平
成
13
年
１
月

１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
を
指
し
ま
す
。

③
印
か
ん

④
本
人
の
口
座
番
号

控
除
を
す
る
場
合

本
人
や
、
本
人
と
生
計
を
同
じ
に
し

て
い
る
配
偶
者
や
親
族
な
ど
の
社
会
保

険
料
や
医
療
費
な
ど
で
平
成
13
年
中
に

支
払
っ
た
額
は
、
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
控
除
を
受
け
る
に
は
、
次
の

書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
社
会
保
険
料
控
除
の
場
合

「
社
会
保
険
料
の
領
収
書
」
ま
た
は

「
社
会
保
険
料
の
納
付
証
明
書
」、「
源

泉
徴
収
票
」

※

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る

の
は
▽
国
民
健
康
保
険
税(

料)

な
ど

▽
介
護
保
険
料
▽
国
民
年
金
保
険
料

▽
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
な
ど
で

す
。

②
生
命
・
損
害
保
険
料
控
除
の
場
合

「
生
命
保
険
料
の
控
除
証
明
書
」「
損

害
保
険
料
の
控
除
証
明
書
」

③
医
療
費
控
除
の
場
合

「
医
療
費
の
領
収
書
（
高
額
の
場
合

は
医
療
費
の
明
細
書
も
必
要
）
」

「
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

の
明
細
書
」

④
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

「
家
屋
登
記
簿
謄(

抄)

本
」、「
住
民

票
の
写
し
」
、「
売
買
契
約
書
の
写
し
」

ま
た
は「
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し
」、

「
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書
」

敷
地
な
ど
の
購
入
に
係
る
ロ
ー
ン
に

つ
い
て
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、

そ
の
敷
地
な
ど
の
「
登
記
簿
謄(

抄)

本
」、「
分
譲
に
係
る
契
約
書
の
写
し
」

増
改
築
な
ど
の
場
合
は
、「
建
築
確

認
通
知
書
の
写
し
」、「
検
査
済
証
の

写
し
」
か
「
建
築
士
の
増
改
築
等
工

事
証
明
書
」

⑤
雑
損
控
除

「
被
害
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
明
細

書
」、「
災
害
関
連
支
出
の
領
収
書
」

※

こ
の
ほ
か
に
も
、
寄
附
金
控
除
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
と
納
税
は
正
し
く
、
お
早
め
に

申
告
・
納
税
の
期
限
は
３
月
15
日
�
ま
で
（
消
費
税
の
申
告
納
税
期
限
は
４
月
１
日
�
）

市
・
県
民
税
の
申
告

申
告
に
必
要
な
も
の

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は

平
成
13
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

や
介
護
保
険
利
用
料
は
医
療
費
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
主
な

医
療
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
医
師
や
歯
科
医
師
に
よ
る
治
療
や

診
療

▽
治
療
、
療
養
の
た
め
の
医
薬
品
の

購
入

▽
病
院
や
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健

施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の

入
院(

入
所)

に
係
る
費
用

▽
治
療
の
た
め
の
あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
柔
道
整

復
師
な
ど
に
よ
る
施
術

▽
保
健
婦
や
看
護
婦
に
よ
る
療
養

▽
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
サ
ー
ビ

ス
の
介
護
費
や
食
費
と
し
て
支
払

っ
た
金
額
の
２
分
の
１
相
当
額

▽
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
一
定
の
居

宅
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額

▽
通
院
費
用
や
入
院
の
部
屋
代
、
食

事
代
な
ど
で
通
常
必
要
な
も
の

▽
義
手
、
義
足
、
松
葉
杖
、
義
歯
な

ど
の
購
入
費
用

▽
６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
人
の
お

む
つ
代
で
、
医
師
が
発
行
し
た
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
と
お
む
つ
代

の
領
収
書
の
あ
る
も
の

※

健
康
保
険
や
生
命
保
険
、
損
害

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

を
除
き
ま
す
。
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所得税(確定申告）納税相談と市・県民税申告の会場と日程�

○は申告できます。 　△は還付申告のみできます。 

申
告
受
付�

市
・
県
民
税�

申告受付時間�
会　　　場� 受　　付　　時　　間�

9：30～11：00、13：00～15：30

9：00～11：30、13：00～16：00

9：00～11：30、13：00～16：00

ふれあい文化センター ギャラリー�

市役所（大会議室・208会議室）�

筑紫税務署�

※　会場は、大変混雑します。
日によっては、3～4時間お待ちいただく場合があ
ります。時間に余裕を持ってお越しください。
なお、市役所では、所得税の申告はできません。

還
付
申
告
の
み
の
場
合
は
、
２
月
１
日
�
か
ら
、
税
務

署
や
「
集
中
還
付
セ
ン
タ
ー
」
で
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
年
末
調
整
が
で
き
な

い
た
め
、還
付
申
告
を
行
え
ば
所
得
税
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

た
だ
し
、
条
件
に
よ
っ
て
は
そ
の
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

①
自
宅
を
ロ
ー
ン
で
取
得
し
た
人

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

③
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
人

④
火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た
人

※

還
付
金
の
受
け
取
り
は
、
口
座
振
込
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
申
告
の
際
は
、
預
金
通
帳
か
、
金
融
機
関
名
、

口
座
番
号(

本
人
名
義)

の
メ
モ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

集
中
還
付
セ
ン
タ
ー

所
得
税
の
還
付
申
告
の
み
を
受
け
付
け
る
「
集
中
還
付

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
税
務
署
の
管
轄
に
関
係
な
く
だ
れ
で
も
申

告
で
き
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

２
月
１
日
�
〜
３
月
15
日
�(

平
日
の
み)

受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

大
同

だ
い
ど
う

生
命
ビ
ル
６
階
大
会
議
室(

福
岡
市
中
央
区

西
中
洲
12
―
33)

昨
年
１
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価
額
の
合
計
が

60
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

贈
与
税
の
申
告
は
、
所
得
税
と
同
様
、
２
月
１
日
�
か

ら
３
月
15
日
�
ま
で
で
、
納
期
限
も
３
月
15
日
�
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
と
納
税
は
４
月
１
日
�
ま
で
で
す
。

所
得
税
の
還
付
申
告
、た
だ
今
受
け
付
け
中

贈
与
税
、
消
費
税
の
申
告

●
�

昭
和
通
り�

●�

那珂川�

●�

●�
地
下
鉄
天
神
駅�

西鉄福岡天神駅�

大同生命�
ビル�

●
�

福岡�
市役所�

アクロス福岡�

九銀福岡ビル�

至中洲川端�

至赤坂�

東
急
ホ
テ
ル�

中
央
郵
便
局�

問い合わせ先

Ｊ
Ｒ
天
拝
山
駅�

西
鉄
朝
倉
街
道
駅�

石
崎�

交
差
点�

立明寺�
交差点�

至二日市�

至鳥栖�

至
福
岡�

県
道
１
１
２
号
線�

至
久
留
米�

●
�

�

　 　 　   　 ●�

県 道 31 号 線 　 福 岡 ・ 筑 紫 野 線�

筑
紫
税
務
署�

筑
紫
野�

消
防
署�

福
岡
大
学�

筑
紫
病
院�

筑紫税務署
〒818－0042
筑紫野市字立明寺６５５－４
�（923）１４００

春日公園�

Ｊ
Ｒ
春
日
駅�

光町交差点�

宝町交差点�
小倉バス停�

大土居交差点�
t至那珂川町

●スポーツセンター�

●いきいきプラザ�
（西出張所）�

至博多�

至二日市�

大谷小学校●�

●�春日小学校�

下白水警部交番●�

紅葉ヶ丘1�
交差点�

航空自衛隊�

春
日
市
役
所�

ふれあい�
文化センター�
ふれあい�
文化センター�

市税務課市民税担当
〒816-8501  春日市役所
�（584）１１１１

市内申告会場位置図税務署位置図集中還付センター位置図

問い合わせ先
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昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
13
年
第
４
回
春
日
市
定
例
市
議
会
」

で
の
議
員
か
ら
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
”
公
共
事
業
の
用
地
取
得
に

関
し
て
、
地
権
者
を
誹
謗

ひ

ぼ

う

、
中
傷
す
る
怪
文
書
の
コ
ピ
ー
が
市
民
に
出

回
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
事
実
関
係
“
を
調
査
す
る
旨
の
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
同
12
月
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
13
年
第
５
回
春
日
市

定
例
市
議
会
」
で
、
そ
の
調
査
結
果
の
回
答(

市
長
答
弁)

を
行
い
ま
し

た
が
、
こ
の
な
か
に
一
部
、
事
実
誤
認
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で

そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
、
関
係
者
に
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

そ
の
経
緯
と
は
、
こ
の
問
題
が
市
議
会
で
質
問
さ
れ
た
た
め
、
市
は

こ
の
問
題
の
事
実
関
係
の
調
査
を
行
う
に
当
た
り
、
関
係
し
た
前
市
議

会
議
員
の
Ａ
さ
ん
に
面
談
し
て
こ
の
間
の
事
情
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、「
怪
文
書
が
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
自
分
の
と
こ
ろ
に
送
ら
れ

て
き
た
後
、
前
市
議
会
議
員
の
Ｂ
さ
ん
と
の
会
議
の
折
に
こ
の
文
書
を

渡
し
た
」
と
の
証
言
を
得
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
市
議
会
の
答
弁

の
場
で
説
明
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
前
市
議
会
議
員
の
Ｂ
さ
ん
か
ら
「
そ
の
よ
う
な

文
書
を
手
渡
さ
れ
た
こ
と
も
、
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
な
く
、
内
容

に
つ
い
て
も
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
再
度
、
前
市
議
会
議
員
の
Ａ
さ
ん
に
前
回
証
言
さ
れ
た
内

容
の
再
確
認
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、「
文
書
を
前
市
議
会
議
員
の
Ｂ

さ
ん
に
渡
し
た
事
実
は
無
か
っ
た
」
と
証
言
を
撤
回
さ
れ
た
た
め
、
前

市
議
会
議
員
の
Ｂ
さ
ん
を
含
め
、
前
市
議
会
議
員
の
だ
れ
に
も
一
切
関

係
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

今
回
の
発
言
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
を
改
め
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。春

日
市
長
　
　
井
上

澄
和

議
会
答
弁
の
訂
正
に
つ
い
て
（
お
わ
び
）

た
め
池
・
学
童
保
育
・
入
学
通
知
・
議
会
答
弁
訂
正

4

助
成
し
ま
す

溜
池
保
全
地
区

溜
池

た
め
い
け

保
全
地
区
内
に
土
地
を
所
有
し
、
そ
の

自
然
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
保
存
し
て
い
る
人

に
対
し
、
そ
の
土
地
の
固
定
資
産
税
と
都
市
計

画
税
相
当
額
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
土
地
に
木
を
植
え
た
り
し
て
緑

化
を
推
進
し
た
場
合
に
も
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

溜
池
保
全
地
区
と
は
、
溜
池
と
そ
の
周
囲

の
緑
を
守
る
た
め
、
市
が
溜
池
保
全
条
例
に

よ
り
定
め
た
地
区
の
こ
と
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

公
園
街
路
課
公
園
緑
地
担
当

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
共
働
き
な
ど
で
昼
間
保
護
者
が
い
な
い
家
庭
の
子
ど

も
た
ち(

原
則
と
し
て
小
学
１
〜
３
年
生
対
象)

が
、
放
課
後
を
安
全
で
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
市
が
設
置
し
た
施
設
で
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
の
運
営
方
法
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
託
児
も
行
い
ま
す
。

日
時

２
月
17
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午

（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

※

託
児(

無
料
、
予
約
不
要)

を
希
望
す
る
人
は
、

午
前
９
時
40
分
ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン
ホ
ー
ル

(

大
谷
６
―
24)

対
象

初
め
て
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
小
学
生

の
保
護
者

問
い
合
わ
せ
先

▽
毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー

�(

581)

５
６
１
４

▽
市
学
童
保
育
連
合
会
事
務
局

�(

581)

１
９
０
６

市
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
春
、
市

立
の
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
へ
、
入
学
通
知
書
を

発
送
し
ま
し
た
。

こ
の
通
知
書
に
書
か
れ
て
い
る
入

学
説
明
会
に
は
、
必
ず
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
通
知
書
が
２
月
４
日

�
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
や
相
談
し

た
い
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
学
校

教
育
担
当

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ(

学
童
保
育)

入
所
説
明
会
を
行
い
ま
す

平
成
14
年
度

市
立
小
・
中
学
校

入
学
通
知
書
を
発
送

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで
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二十歳の門出を祝う成人式が、１月14日、ふれあい文

化センターで行われました。

今年、市内で大人の仲間入りをしたのは１,４４０人。

うち約１,０００人が参加したこの式典では、冒頭、中学

校卒業当時の担任教師11人が駆けつけて壇上からエール

を送るなど、なごやかな雰囲気のうちに始まりました。

井上
いのうえ

市長は、新成人へのはなむけとして、｢これからは、

責任ある大人として、人のために自分に何ができるかとい

うことを考えて行動してください｣とあいさつ。

これに応えて竹内
たけうち

理恵
り え

さん（紅葉ケ丘西）が｢大人の自

覚を持ち、自立した人間としての責務を果たせるよう、前

向きに歩んでいきます｣と決意を述べました。

式典後、中学校区域ごとに分散して行われた懇談会では、

担任教師を交え、その教え子たちが近況報告や当時の思い

出話などにいつまでも花を咲かせていました。

なごやかに成人式

伝
統
と
し
き
た
り
で
祝
福

春
日
神
社
で
婿
押
し
祭
り

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
婿む

こ

押お

し
祭

り(

若わ
か

水み
ず

祭さ
い)
」
が
、
１
月
14
日
、
春
日
神
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
前
年
に
結
婚
し
た
氏
子

う

じ

こ

の
夫
婦

を
祝
福
す
る
祭
り
で
、
約
４
０
０
年
も
の
伝
統
を

誇
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
３
組
の
夫
婦
が
氏
子
た
ち
に
紹
介

さ
れ
た
後
、
締
め
込
み
姿
の
新
郎
と
氏
子
た
ち
約

50
人
は
、
御
池

み

い

け

へ
威
勢
良
く
飛
び
込
み
、
縁
起
物

の
神み

酒き

樽だ
る

を
奪
い
合
い
ま
し
た
。

こ
の
樽
せ
り
を
一
目
見
よ
う
と
御
池
の
周
り
に

集
ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
見
物
客
ら
は
、
氏
子
た
ち

の
勇
ま
し
い
姿
に
盛
ん
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。

消
防
出
初
式

春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂
川
町
の
合
同
消
防
出
初
式
が
、
１
月

13
日
、
梶
原

か
じ
わ
ら

運
動
広
場(

那
珂
川
町
上
梶
原
３
６
３)

で
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
の
は
、
春
日
市
消
防
団
78
人
、
大
野
城
市
消
防
団
１

４
４
人
、
那
珂
川
町
消
防
団
１
９
３
人
、
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川

消
防
本
部
74
人
で
す
。

緊
張
の
面
持
ち
の
消
防
団
員
は
、
各
市
・
町
長
が
見
守
る
中
、
運

動
広
場
内
を
各
消
防
団
ご
と
に
行
進
、
続
い
て
各
団
所
有
の
消
防
車

を
走
行
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
ご
ろ
の
消
火
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
模
範
演
技
に
は
、
春
日
市
消
防
団
西
分
団
が
出
場
。
昨
年
、

筑
紫
地
区
の
大
会
で
優
勝
し
た
だ
け
あ
っ
て
、
き
び
き
び
と
し
た
操

法
を
披
露
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
、
日
夜
努
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

消
防
署
員
や
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
、
今
年
１
年
、
事
故
や
け
が
が
な

い
よ
う
に
、
消
防
活
動
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

u
中
学
校
卒
業
当
時
の
先
生
た
ち
も

駆
け
つ
け
て
く
れ
て
・
・
・

u
御
池
で
樽
を
せ
る
氏
子
た
ち

u
み
ご
と
な
模
範
演
技
の
西
分
団

u
各
団
を
視
閲
す
る
首
長

△成人を代表し
てあいさつす
る竹内さん
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第
21
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
中
央
大
会(
法
務
省
な
ど
主
催)

で
、
松
本
梢
さ
ん(
春
日
野
中
１
年)

が

「
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
学
生
の
み
な
さ
ん
に
日

常
の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活
の
中
で
得

た
体
験
に
基
づ
く
作
文
を
書
い
て
も
ら

い
、
人
権
の
大
切
さ
や
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
全
国
か
ら
75
万

人
を
超
え
る
応
募
者
が
あ
り
、
松
本
さ

ん
は
県
内
た
だ
一
人
の
受
賞
者
で
す
。

受
賞
し
た
松
本
さ
ん
は
「
自
分
で
も

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
夏
休
み
の
宿
題

で
書
き
上
げ
た
作
文
が
、
全
国
４
位
に

あ
た
る
賞
を
も
ら
え
る
と
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
。
で
も
、
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
も
す
ご
い
ね
と
言
っ
て
く
れ
て
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
喜
び
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

※

15
ペ
ー
ジ
「
曇
り
の
ち
晴
れ
」
に

松
本
梢
さ
ん
の
記
事
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

私
は
、
父
の
仕
事
関
係
で
あ
ち
こ
ち
に
転
校
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
長
く
い
た
柳
川

や
な
が
わ

の

こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

小
学
校
の
入
学
は
、
水
郷
の
郷
で
も
あ
る
柳
川
の

藤
吉

ふ
じ
よ
し

小
学
校
で
迎
え
ま
し
た
。
藤
吉
小
学
校
は
、
西

鉄
柳
川
駅
の
す
ぐ
近
く
の
学
校
で
、
と
て
も
便
利
な

と
こ
ろ
で
す
。
藤
吉
小
学
校
の
隣
に
は
、
福
岡
県
盲

学
校
と
い
う
、
目
の
不
自
由
な
人
の
学
校
が
あ
り
ま

し
た
。
藤
吉
小
学
校
と
盲
学
校
の
仕
切
り
は
と
り
は

ず
さ
れ
て
い
て
、
私
た
ち
は
自
由
に
校
庭
か
ら
盲
学

校
に
遊
び
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
学
校
の
授
業
の
中
に
、
ふ
れ
あ
い
学
級
と
い
う

時
間
が
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
盲
学
校
の
お
友
達
と
、

音
楽
を
し
た
り
、
体
育
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

運
動
会
も
一
緒
に
や
る
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
一
緒
に

や
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
大
志

た

い

し

く
ん
と
い
う
男
の
子
と
す
ご
く
仲
良

く
な
り
ま
し
た
。
大
志
く
ん
と
は
、
幼
稚
園
か
ら
ず

っ
と
一
緒
で
し
た
。
大
志
く
ん
は
、
目
が
見
え
な
い

だ
け
で
は
な
く
、
体
も
不
自
由
で
し
た
。
毎
日
、
ほ

と
ん
ど
が
車
椅
子
で
し
た
。
言
葉
も
よ
く
喋
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
大
志
く
ん
は
嬉
し
い
こ
と
に
、
私
の
声

は
聞
き
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
志
く
ん
の
様

子
が
ま
た
嬉
し
く
て
、
私
は
盲
学
校
に
行
く
の
が
楽

し
み
で
し
た
。

大
志
く
ん
は
が
ん
ば
り
や
さ
ん
で
、
藤
吉
小
学
校

の
運
動
会
で
も
皆
と
一
緒
に
走
り
ま
し
た
。
正
確
に

は
、
歩
行
器
や
み
ん
な
、
そ
し
て
先
生
方
に
支
え
ら

れ
て
、
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
這
う
よ
う
に
進
ん
だ
だ

け
だ
っ
た
の
だ
け
ど
、
で
も
間
違
い
な
く
大
志
く
ん

は
、
皆
と
一
緒
に
か
け
っ
こ
を
し
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
大
志
く
ん
が
ゴ
ー
ル
す
る
ま
で
、
み
ん
な
一
生

懸
命
拍
手
し
て
い
ま
し
た
。
大
志
く
ん
は
、
ド
ラ
ム

が
と
て
も
上
手
で
し
た
。
藤
吉
小
学
校
の
音
楽
演
奏

会
も
、
光
っ
て
た
と
思
い
ま
す
。

盲
学
校
が
近
く
に
あ
る
の
で
、
駅
で
は
目
の
見
え

な
い
人
と
、
一
緒
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
度

白
い
杖
を
つ
い
た
お
姉
さ
ん
が
、
私
の
近
く
ま
で
来

ら
れ
た
の
で
、
お
も
わ
ず
手
を
差
し
出
し
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
お
姉
さ
ん
は
、
や
さ
し
い
声
で
「
あ
り
が

と
う
。
で
も
、
い
い
の
よ
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
お
母
さ
ん
が
「
き
ち
ん
と
し
た
歩
数
で
覚

え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
ら
、
手
を
出
さ
な
い

ほ
う
が
い
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
よ
。
で
も
、

本
当
に
必
要
な
と
き
に
、
お
答
え
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
い
い
わ
ね
。」
と
言
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
、

自
然
な
形
で
障
害
の
方
と
お
つ
き
合
い
で
き
る
よ
う

に
、
と
言
い
ま
す
。
自
然
な
形
っ
て
難
し
い
と
思
う

け
れ
ど
も
、少
し
分
か
っ
た
よ
う
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、
私
は
、
三
年
の
二
学
期
に
な
る
と
き

に
春
日
市
の
方
へ
転
校
し
ま
し
た
。

今
度
の
小
学
校
は
、
柳
川
の
小
学
校
と
違
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
人
数
が
い
る
都
会
的
な
学
校
で
し
た
。

こ
の
学
校
も
、
障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
学
級
が
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
な
ん
か
、
藤
吉
小
学
校
に
比
べ
る

と
垣
根
が
あ
る
よ
う
な
気
が
、
私
は
し
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
と
ク
ラ
ス
が
仕
切
ら
れ
て
い
た
せ
い
で
も
あ
っ

た
の
で
す
が
、
こ
こ
は
○
○
学
級
、
こ
こ
か
ら
が
一

般
ク
ラ
ス
と
い
う
仕
切
り
の
よ
う
で
し
た
。
う
ま
く

い
え
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
盲
学
校
と
藤
吉
小
学
校

に
仕
切
り
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、
も
の
す
ご
く
新
鮮

に
感
じ
ま
し
た
。

六
年
生
に
な
っ
て
、
私
は
、
藤
吉
小
学
校
の
運
動

会
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
こ
の

学
校
で
は
盲
学
校
の
子
た
ち
と
、
一
緒
に
や
っ
て
い

ま
し
た
。
私
が
一
番
気
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
大
志

く
ん
で
す
。
元
気
に
し
て
い
る
か
、
体
の
方
は
大
丈

夫
な
の
か
、
な
ど
心
配
で
し
た
。

「
次
は
、
六
年
生
の
か
け
っ
こ
で
す
。」
放
送
が
、

な
が
れ
ま
し
た
。
私
は
、
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
行

っ
て
、
見
て
い
ま
し
た
。

一
番
走
者
、
二
番
走
者
と
、
ど
ん
ど
ん
皆
走
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
こ
に
、
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
大

志
く
ん
を
見
つ
け
ま
し
た
。
次
が
、
大
志
く
ん
の
番

で
す
。「
ヨ
ー
イ
、
ド
ン
。」
ピ
ス
ト
ル
が
鳴
っ
た
と

同
時
に
、
皆
走
り
だ
し
ま
し
た
。
私
は
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
な
ん
と
、
体
も
不
自
由
な
大
志
く
ん
が
、

歩
行
器
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
先
生
方
に
支

え
ら
れ
て
、
自
力
で
走
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
す
る

ま
で
、
み
ん
な
、
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ば
れ
と
、
一
生

懸
命
拍
手
し
て
い
ま
す
。
私
も
、
一
生
懸
命
拍
手
し

ま
し
た
。
大
志
く
ん
が
ゴ
ー
ル
す
る
と
、
さ
ら
に
大

き
い
拍
手
が
ま
き
お
こ
り
ま
し
た
。藤
吉
小
学
校
は
、

全
然
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、大
志
く
ん
が
、

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
や
っ
ぱ

り
、
大
志
く
ん
は
、
が
ん
ば
り
や
さ
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
人
は
、
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
目
に
見

え
な
い
障
害
を
も
っ
た
人
も
い
れ
ば
、
目
に
見
え
る

障
害
を
も
っ
た
人
も
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
人
を
い

じ
め
て
楽
し
ん
で
い
る
人
は
、
そ
れ
も
心
の
障
害
だ

と
思
い
ま
す
。
体
が
不
自
由
で
も
心
が
き
れ
い
な
人

は
、
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
ろ

ん
な
人
が
い
て
、
こ
の
人
は
い
な
く
て
い
い
な
ん
て

い
う
人
は
ど
こ
に
も
い
ま
せ
ん
。
私
は
、
自
然
に
手

助
け
の
で
き
る
社
会
で
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

障
害
を
も
っ
た
人
々
に
つ
い
て

春
日
野
中
学
校
１
年
　
松ま
つ

本も
と

梢
こ
ず
え

全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト



白
色
ト
レ
イ
の
出
し
方

１

白
色
・
四
角
形
・
平
形
の
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
製
ト
レ
イ
を
選
ぶ

v
春
日
市
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な

い
主
な
も
の

２

ラ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
を
は
が
す

３
　
水
で
き
れ
い
に

洗
っ
て
乾
か
す

４

指
定
袋
に
重
ね
て
入
れ
て
出
す

（
環
境
対
策
課
）

お
知
ら
せ

7

社
交
ダ
ン
ス
で
交
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時

２
月
24
日
�

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
大
谷
６
―
24
）

参
加
費

１，

２
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

持
っ
て
く
る
物

ヒ
ー
ル
カ
バ
ー

※

演
技
発
表
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
（
合
原

ご
う
は
ら

）

�(

583)

７
２
１
６(

5
兼
用)

春
日
市
野
外
活
動
場
内
の
星
の
館（
天

体
観
測
所
）
で
、
毎
月
星
の
観
望
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

２
月
16
日
�

午
後
７
時
〜
９
時

※

天
候
次
第
で
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館

（
大
野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
ー
２
）

参
加
費

▽
高
校
生
以
上
　
２
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
　
１
０
０
円

※

中
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

定
員

20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

申
込
方
法

２
月
８
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

�(

571)

３
２
３
４

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
が
行
う
、

母
子
家
庭
の
親
子
を
対
象
に
し
た
バ
ス

ハ
イ
ク
で
す
。
楽
し
い
一
日
を
一
緒
に

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

２
月
24
日
�
　
午
前
９
時
30
分

イ
ベ
ン
ト�

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

社
交
ダ
ン
ス
交
流
会

星
の
観
望
会

母
子
家
庭
親
子
レ
ク
リ
エ
―
シ
ョ
ン

い
ち
ご
狩
り
バ
ス
ハ
イ
ク

県内80の小学校、応募総数6,593点の中から
入選した204作品を展示しています。
また、同展の10周年を記念して、歴代の受賞
作品も同時に展示しています。
入場は無料です。
期間 ２月11日�まで（２月４日�は休み）
時間 午前10時～午後５時
場所 ふれあい文化センター（大谷６―24）
○10周年記念企画「ギャラリートーク」
弥生の里児童画大賞展の10周年を記念し、児
童画における子どもたちの表現や創造について
の講演会を開催します。
家族で、また友達を誘って聞きに来ませんか。
入場は無料です。
日時 ２月11日�

午後２時～３時30分
会場 ふれあい文化センターギャラリー
講師 坂本正文

さかもとまさふみ

さん（熊本県立美術館学芸課）
申込方法 ２月８日�までに電話か直接窓口

で、住所、氏名、年齢、電話番号を伝える
申込・問い合わせ先 社会教育課

�(575)４１２１

〜
午
後
４
時
30
分

集
合

午
前
９
時
（
市
役
所
正
面
玄
関

前
）

行
先

休
暇
村
志
賀
島
（
福
岡
市
東
区

勝
馬

か

つ

ま

１
８
０
３
―
１
）

内
容

い
ち
ご
狩
り
、
入
浴
、
食
事

※
　
昼
食
は
会
で
準
備
し
ま
す
。

定
員

25
世
帯(

申
込
先
着
順)

参
加
費

１，

０
０
０
円(

１
世
帯)

申
込
方
法

２
月
２
日
�
〜
10
日
�
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
母
子

寡
婦
福
祉
会
（
白
水
大
池
公
園

売
店
内
）

�(

596)

９
９
２
５(

5
兼
用)

日
時

２
月
16
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

太
宰
府
市
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー
２
０
１
研
修
室
（
太
宰
府

市
五
条
３
―
１
―
１
）

相
談
内
容

▽
遺
言
書
の
書
き
方
▽
先

代
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
土
地

の
名
義
変
更
▽
亡
く
な
っ
た
父

親
に
借
金
が
あ
る
場
合
の
相
続

な
ど

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
司
法
書
士
会

筑
紫
支
部

�(
924)

２
２
２
１

相
　
談�

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
登
記
無
料
相
談
会

v
第
10
回
弥
生
の
里
大
賞
受
賞
作
品
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お
知
ら
せ

交
通
事
故
に
関
す
る
書
類
の
作
成
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

２
月
16
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
５
研

修
室
（
原
町
３
―
１
―
７
）

書
類
の
種
類

▽
自
賠
責
・
任
意
保
険

金
請
求
書
▽
政
府
保
障
事
業
損

害
て
ん
補
請
求
書
▽
後
遺
障
害

等
級
認
定
異
議
申
立
書
▽
示
談

書
・
損
害
賠
償
請
求
書
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
行
政
書
士
会

�(

641)

２
５
０
１

女
性
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
女
性
問

題
相
談
室
で
す
。
一
緒
に
問
題
解
決
の

方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

相
談
は
無
料
で
、託
児
も
行
い
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

２
月
14
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

太
宰
府
市
立
働
く
婦
人
の
家

「
女
性
セ
ン
タ
ー
ル
ミ
ナ
ス
」

（
太
宰
府
市
白
川

し
ら
か
わ

２
―
２
）

※

当
日
、
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

相
談
内
容

▽
身
近
な
人
か
ら
の
暴
力

▽
セ
ク
ハ
ラ
▽
ス
ト
ー
カ
ー
▽

夫
婦
間
の
問
題
▽
離
婚
▽
女
性

問
題
▽
い
じ
め
▽
子
ど
も
▽
家

庭
内
の
問
題
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫
支

局
総
務
課

�(

922)

２
８
８
１

裁
判
所
の
家
事
・
民
事
調
停
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

２
月
８
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市

中
央
区
赤
坂
２
―
５
―
８
）

相
談
内
容

▽
夫
婦
、
親
子
、
遺
産
な

ど
の
も
め
ご
と
▽
戸
籍
に
関
す

る
こ
と
▽
金
銭
、
土
地
、
家
屋

に
つ
い
て
の
争
い
▽
交
通
事
故

な
ど

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
家
事
調
停
協
会
（
福
岡
家
庭
裁

判
所
）

�(

711)

９
６
５
１

▽
福
岡
民
事
調
停
協
会
（
福
岡
簡
易
裁

判
所
）

�(

781)

３
１
４
１

○
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
の

実
践
活
用
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ

ー
を
使
用
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の

基
本
に
つ
い
て
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

期
間

２
月
14
日
�
、
18
日
�
、
21
日

�
、
25
日
�
、
28
日
�
、
３
月

４
日
�(

計
６
回)

時
間

午
後
６
時
〜
９
時

会
場

大
野
城
市
商
工
会
館
（
大
野
城

市
瓦
田

か
わ
ら
だ

２
―
６
―
12
）

定
員

20
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

１
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
）

申
込
方
法

２
月
４
日
�
〜
８
日
�
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
野
城
市
商

工
会

�(

581)

３
５
５
７

5(

581)

３
５
５
８

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
習
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
を
使
用
し

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
基
本
か
ら

サ
イ
ト
の
作
成
ま
で
の
講
習
会
で
す
。

期
間

２
月
18
日
�
〜
22
日
�
（
計
５

回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

会
場

春
日
市
商
工
会
館
（
伯
玄
町
２

―
24
）

定
員

10
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

１
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
）

申
込
方
法

２
月
４
日
�
〜
８
日
�
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工
会

�(
581)

１
４
０
７

佐
々
木

さ

さ

き

ひ
よ
り
ち
ゃ
ん（
上
白
水
）

平
成
13
年
２
月
18
日
生

元
永

も
と
な
が

由
都

よ
し
と

ち
ゃ
ん
（
須
玖
北
）

平
成
13
年
２
月
24
日
生

浦う
ら

拓
海

た
く
み

ち
ゃ
ん
（
須
玖
南
）

平
成
13
年
２
月
21
日
生

松
尾

ま
つ
お

光
留

ひ
か
る

ち
ゃ
ん（
白
水
ヶ
丘
）

平
成
13
年
２
月
21
日
生

増
田

ま
す
だ

風
花

ふ
う
か

ち
ゃ
ん
（
弥
生
）

平
成
13
年
２
月
21
日
生

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

講
　
座�

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

悩
み
を
一
緒
に
解
決
し
ま
し
ょ
う

女
性
問
題
相
談
室

無
料
調
停
相
談
会

5(

575)

０
７
０
２

○
商
業
簿
記(

３
級)

講
座

初
め
て
簿
記
を
学
ぶ
人
を
対
象
に
、

仕
訳
や
記
帳
、
決
算
と
日
商
簿
記
３
級

試
験
の
対
策
を
指
導
し
ま
す
。

期
間

４
月
１
日
�
〜
６
月
６
日
�
の

毎
週
月
・
木
曜
日
と
４
月
６
日

�
、
20
日
�
、
30
日
�
、
５
月

７
日
�
、
18
日
�
、
６
月
１
日

�
（
計
24
回
）

時
間

午
後
６
時
〜
９
時

会
場

ま
ど
か
ぴ
あ
３
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
曙

あ
け
ぼ
の

町
２
―
３
―
１
）

定
員

70
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

１
万
５，

０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
・
資
料
代
を
含
む
）

申
込
方
法

２
月
４
日
�
以
降
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工

会�(

581)

１
４
０
７

5(

575)

０
７
０
２

※

い
ず
れ
も
、
受
講
料
納
入
後
の
キ

ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
、
受
講
料
は

お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。
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食
品
関
係
営
業
者
お
よ
び
従
事
者
を

対
象
に
、
食
品
衛
生
責
任
者
と
し
て
の

知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
の
講

習
で
す
。

日
時

３
月
５
日
�
・
６
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
受
付

午
前
９
時
30
分
〜
）

※
　
い
ず
れ
か
１
日
の
受
講
で
す
。

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ
Ｂ
（
原
町
３
―

１
―
７
）

定
員

１
２
０
人
（
申
込
先
着
順
）

※

筑
紫
保
健
所
管
内
で
営
業
し
て
い

る
人
を
優
先
し
ま
す
。

受
講
料

６，

０
０
０
円

申
込
方
法

２
月
28
日
�
ま
で
に
筑
紫

食
品
衛
生
協
会
窓
口
で
申
し
込

む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
食
品
衛

生
協
会
（
大
野
城
市
白
木
原
３

―
５
―
25
筑
紫
総
合
庁
舎
内
）

�(

575)

５
０
５
６

だ
れ
に
で
も
で
き
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
。
友
達
や
家
族
と
チ
ー
ム
を
つ

く
っ
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

３
月
10
日
�

午
前
９
時
30
分
〜

(

受
付
　
午
前
９
時)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
６
―
28
）
ほ
か

対
象

市
内
居
住
者

チ
ー
ム
編
成

１
チ
ー
ム
４
人(

交
代

要
員
は
４
人
以
内)

部
門
・
競
技
者
資
格

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
　
30
歳
以
上
の
男

女
各
１
人
、
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
２
人
（
同
一
家
族
で

な
く
て
も
よ
い
）

▽
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
・
ブ
ロ
ン
ズ
ク
ラ
ス

40
歳
未
満
の
女
性
４
人

▽
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
・
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス

40
歳
以
上
の
女
性
４
人

▽
ミ
ッ
ク
ス
の
部
・
ブ
ロ
ン
ズ
ク
ラ
ス

40
歳
未
満
の
男
女
各
２
人

▽
ミ
ッ
ク
ス
の
部
・
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス

40
歳
以
上
の
男
女
各
２
人

申
込
方
法

２
月
26
日
�(

必
着)

ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
代
表
者
の

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
チ

ー
ム
名
、
部
門(

ク
ラ
ス)

を
書

い
て
送
る

※

申
込
チ
ー
ム
が
少
な
い
部
門
は
、

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
「
市
民
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
係
（
〒
816

―
０
８
３
１
大
谷
６
―
28
）

�(

571)

３
２
３
４

家
庭
の
日
に
、
家
族
と
中
学
生
以
下

の
人
を
対
象
に
、
温
水
プ
ー
ル
を
無
料

開
放
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
場
、
健
康
づ
く
り
の
場

と
し
て
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

期
日

２
月
17
日
�

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

(

一
人
２
時
間
以
内)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

※

３
歳
未
満
は
利
用
で
き
な
い
、
小

学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
、
全
員
帽
子
を
着
用
す
る
な
ど

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

Ｔ

U19アジアラグビー
フットボール大会

ペンネーム

日本で初めての開催だった
19歳未満のラグビーのアジ
ア大会が昨年12月に宗像市
で開催され、日本、韓国、ス
リランカ、香港、台湾、シ
ンガポールの若者が参加し
た。
決勝では、共に２勝の日

本と韓国が対戦、５対１３
で日本は敗れ、韓国に優勝
をさらわれた。ちょうど日
本はラグビーのトップシー
ズンで、限られた大学・高
校の中から選手を選ばなけ
ればならなかったというハ
ンディはあったが・・・。
試合の合間をぬって、各

チームが観光のため太宰府
を訪れた。私は、韓国チー
ム23名を引率した。選手の
皆さんは体格が良く、大変
陽気な若者ばかり。私は、
彼らの目印に韓国の国旗
「太極旗」を高く上げながら、
太宰府天満宮を中心に案内
した。天満宮の概要などを
韓国語で説明すると興味深
そうに聞いていた。彼らは
礼儀正しく、集合時間もき
ちんと守り、さすがに優勝
チームのメンバーだと感心
した。
今年はサッカーＷ杯の日

韓共催の年。日韓国民交流
の年に当たるので、一市民
として、あらゆる機会をと
らえて、着実に日韓の友情
と信頼のきずなを強めてい
きたいと願っている。

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

の
き
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

�(

915)

３
５
０
０

ス
ポ
ー
ツ�

家
庭
の
日

温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

近隣市で行われるだれでも参加できるイベントです。皆さん
で誘い合わせてお出かけください。いずれも入場は無料です。

日時 ３月24日�(雨天決行)
午前10時開会(受付　午前８時30分～)

会場 小郡市陸上競技場(小郡市大保
お お ほ

４４４)
種目・スタート時刻
▽10㎞コース(日本陸上競技連盟公認)・午前11時
▽５㎞コース・午前11時10分
※　種目ごとの参加対象についてはお問い合わせください。
参加費(保険料含む)
▽一　般　３，０００円
▽高校生　１，５００円
▽中学生　１，０００円
申込方法 ２月20日�まで(当日消印有効)に所定の郵便振

替用紙に必要事項を記入し、参加費を郵便局で払い
込む。

申込・問い合わせ先 小郡ロードレース大会事務局
�０９４２(72)２２２９(5兼用)

小小小小郡郡郡郡ロロロローーーードドドドレレレレーーーースススス大大大大会会会会２２２２００００００００２２２２
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2002.  2.  1 市報かすが

対
象

平
成
14
年
４
月
１
日
現
在
30
歳

以
下
の
人
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
を
有
す
る
人

募
集
人
員

１
人

給
与

春
日
市
商
工
会
規
定
に
よ
る

待
遇

雇
用
保
険
、
社
会
保
険
、
諸
手

当
、
有
給
休
暇
、
退
職
金
制
度

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休
日

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

試
験

▽
第
一
次(

書
類
審
査)

２
月
26
日
�

▽
第
二
次(

筆
記
・
面
接)

３
月
６
日
�

採
用
予
定
日

４
月
１
日

応
募
方
法

２
月
25
日
�
午
後
５
時

（
必
着
）
ま
で
に
、
写
真
を
は

っ
た
履
歴
書
と
卒
業
証
明
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工

会
（
〒
816
―
０
８
２
５
伯
玄
町

２
―
24
）

�(

581)

１
４
０
７

休
耕
田
を
利
用
し
た
市
民
農
園
の
利

用
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

場
所

市
内
各
所

募
集
人
数

約
１
０
０
世
帯
（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

面
積

１
区
画
33
㎡
（
約
10
坪
）

利
用
料
金

年
間
５，

０
０
０
円
（
１

区
画
）

利
用
開
始

４
月
10
日
�
以
降
を
予
定

応
募
資
格

市
内
に
居
住
し
、
自
分
で

農
作
業
の
で
き
る
人

申
込
方
法

３
月
５
日
�
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
希
望
理
由
を
書
い
て
送

る

※

応
募
は
１
世
帯
に
つ
き
ハ
ガ
キ
１

枚
で
す
。
な
お
、
現
在
利
用
し
て
い

る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

抽
選
方
法

応
募
者
の
中
か
ら
立
会
人

を
選
定
し
て
公
開
抽
選
し
、
結

果
を
後
日
、
全
員
に
通
知
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り

課
（
〒
816
―
８
５
０
１
原
町
３

―
１
―
５
春
日
市
役
所
）

市
立
保
育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士
、

調
理
員
、
看
護
婦(

士)

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

い
ず
れ
も
若
干
名

採
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
15
年
３

月
31
日

応
募
方
法

２
月
19
日
�
ま
で
に
、
市

指
定
の
「
臨
時
・
嘱
託
職
員
登

録
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
添
付
書
類
と
と
も
に
、

こ
ど
も
未
来
課
に
直
接
提
出
す

る

添
付
書
類

▽
保
育
士

保
育
士
資
格
証
明
書
の
写
し

▽
調
理
員

調
理
師
ま
た
は
栄
養
士
免
許
の
写
し

▽
看
護
婦(

士)

看
護
婦(

士)

免
許
の
写
し
（
準
看
護

婦(

士)

は
不
可
）

面
接
日

２
月
23
日
�
・
24
日
�
（
い

ず
れ
か
都
合
の
良
い
日
）

※

勤
務
条
件
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来

課
保
育
所
担
当

○
高
齢
障
害
課
・
嘱
託
職
員

募
集
人
員

１
人

採
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
15
年

３
月
31
日

内
容

介
護
保
険
、
福
祉
に
関
す
る

相
談
、
訪
問
指
導
な
ど

勤
務
地

春
日
市
役
所

○
国
保
年
金
課
・
嘱
託
職
員

募
集
人
員

１
人

採
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
15
年

３
月
31
日

内
容

国
保
世
帯
、
老
人
医
療
受
給

者
の
訪
問
指
導
な
ど

勤
務
地

春
日
市
役
所

○
健
康
課
・
臨
時
職
員

募
集
人
員

２
人

勤
務
開
始
日

▽
３
月
25
日(

１
名)

▽
４
月
22
日(

１
名)

※

産
休
代
替
と
し
て
お
お
む
ね
１

年
間
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

内
容

健
康
づ
く
り
事
業
に
関
す
る

業
務

勤
務
地

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町

１
―
１
２
０
）

給
与

▽
嘱
託
職
員
　
19
万
５，

０
０
０
円（
月

額
）

▽
臨
時
職
員
　
８，

２
０
０
円(

日
額)

応
募
方
法

２
月
20
日
�
ま
で
に
市
指

定
の
「
臨
時
・
嘱
託
職
員
登
録

申
込
書
」
に
保
健
婦(

士)

免
許

証
の
写
し
を
添
え
て
提
出
す
る

※
　
採
用
は
面
接
を
行
い
決
定
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

米
田

よ
ね
だ

百
花

も
も
か

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
13
年
２
月
18
日
生

日
野

ひ

の

来
花

ら
い
か

ち
ゃ
ん
（
小
倉
）

平
成
13
年
２
月
13
日
生

添
田

そ
え
だ

美
月

み
づ
き

ち
ゃ
ん
（
日
の
出
町
）

平
成
12
年
２
月
10
日
生

里
見

さ
と
み

怜
香

れ
い
か

ち
ゃ
ん
（
春
日
）

平
成
11
年
２
月
８
日
生

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、３月１日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

市
民
農
園

利
用
希
望
者
募
集

保
健
婦(

士)

臨
時
・
嘱
託
職
員
募
集

募
　
集�

保
育
所
臨
時
・
嘱
託
職
員
募
集

春
日
市
商
工
会

経
営
指
導
補
助
員
募
集
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２
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
気
管
支
ぜ

ん
そ
く
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
水
泳

教
室
で
す
。

期
間

４
月
〜
平
成
15
年
３
月

場
所

国
立
療
養
所
南
福
岡
病
院
訓
練

棟
室
内
プ
ー
ル
（
福
岡
市
南
区

屋
形
原
４
―
39
―
１
）

開
催
日

▽
Ａ
コ
ー
ス
　
毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▽
Ｂ
コ
ー
ス
　
毎
週
火
曜
日
か
木
曜
日
　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
Ｃ
コ
ー
ス
　
毎
週
火
曜
日
か
木
曜
日

午
後
３
時
〜
５
時

※

毎
回
、
医
師
の
診
察
と
肺
機
能
測

定
が
あ
り
ま
す
。

対
象
・
募
集
人
員

▽
Ａ
コ
ー
ス
　
小
学
生
　
50
人

▽
Ｂ
コ
ー
ス
２
・
３
歳
児
各
曜
日
12
人

▽
Ｃ
コ
ー
ス
４
・
５
歳
児
各
曜
日
15
人

※
　
医
師
の
予
診
で
決
定
し
ま
す
。

会
費

４
万
８，

０
０
０
円(

年
間)

申
込
方
法

２
月
28
日
�
ま
で
に
、
封

書
に
子
ど
も
の
名
前
と
生
年
月

日
を
書
い
た
メ
モ
と
１
４
０
円

切
手
を
同
封
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

風
の
子
会
事

務
局
（
〒
811
―
１
３
９
４
福
岡

市
南
区
屋
形
原
４
―
39
―
１
国

立
療
養
所
南
福
岡
病
院
プ
ー
ル

内
）

�(

565)

５
５
３
４
（
午
後
の
み
）

も
う
す
ぐ
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
、
と
い
う
親
を
対
象
に
、
出
産

・
育
児
に
つ
い
て
考
え
る
教
室
で
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

３
月
２
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
出
産
予

定
が
お
お
む
ね
４
月
か
ら
７
月

の
妊
婦
と
そ
の
夫

定
員

20
組(

申
込
先
着
順)

内
容

▽
講
演
　
夫
婦
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

〜
呼
吸
法
と
補
助
動
作

講
師
　
堀ほ

り

尚
子

な

お

こ

さ
ん(

助
産
婦)

▽
育
児
実
技
　
先
輩
パ
パ
マ
マ
と
赤
ち

ゃ
ん
と
の
交
流
会

申
込
方
法

２
月
27
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
、

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
13
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、

上
靴(

保
護
者
用)

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

体
力
に
自
信
が
な
い
高
齢
者
で
も
、

無
理
な
く
取
り
組
め
る
運
動
教
室
で
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
こ
の
教
室
に
参
加

し
て
、
心
身
と
も
に
元
気
に
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

予
約
は
不
要
で
、参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

毎
週
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

65
歳
以
上
の
人
、
ま
た
は
40
歳

以
上
で
脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
の

障
害
が
あ
る
人

※

歩
行
が
自
分
で
で
き
る
人
に
限
り

ま
す
。

内
容

体
力
測
定
（
初
回
）、
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
、
骨
折
、
転
倒
予
防

の
た
め
の
運
動
な
ど

※

動
き
や
す
い
服
装
、
上
靴
持
参
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

重
度
の
上
肢
不
自
由
者
や
視
覚
障
害

者
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
特
殊
な
入
力
装
置

や
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
な
ど
を
購
入

す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

た
だ
し
、
既
に
購
入
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

所
得
制
限
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

３
月
８
日
�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
担
当

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

パ
パ
マ
マ
教
室
　
参
加
者
募
集

みてみてきいて�

市報かすがのエッセイに
掲載されていた「親である
なら」を読んで、私も同感
です。
以前、久留米市に住んで

いたときのことです。隣に
住んでいた女性のことです
が「集金の人が来ているか
ら、かあちゃんはいないと
言いなさい」と彼女の子ど
もに言ったそうです。
そうすると、集金の人か

ら「そしたら、かあちゃん
は何時ごろ帰るとね」と聞
かれ、その子どもは家の中
の方を見て「あげん言いご
ざるばい。何時と言うとね、
かあちゃん」と大声で言っ
てしまい、やむなくその女
性は表へ出たそうです。
そんな話を直接本人の口

から聞いて、私はあきれ返
って、返す言葉もありませ
んでした。
世の親御さん、要注意で

す。しっかりと教育をお願
いします。

　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

揚湖

上には上が・・・
ペンネーム

健
康
・
保
健�

子
育
て
教
室

親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

参
加
し
ま
せ
ん
か

お
た
っ
し
ゃ
運
動
教
室

ぜ
ん
そ
く
児
水
泳
教
室
会
員
募
集

国
立
療
養
所
南
福
岡
病
院

そ
の
他�

障
害
者
へ
助
成
し
ま
す

パ
ソ
コ
ン
の
特
殊
入
力
装
置
、
関
連
ソ
フ
ト



「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
ア
セ
ス
メ
ン

ト
」
と
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
安
全

性
に
つ
い
て
試
験
を
行
い
、
そ
の
性
能
を

評
価
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
が
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
）
な
ど
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
す
る
際

は
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
よ
り
安
全
な

製
品
を
選
択
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
い
く
ら
評
価
が
高
い
製
品

で
も
、
取
り
付
け
方
法
が
正
し
く
な
い

と
そ
の
性
能
は
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
使
い
方
な
ど
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
入
手
先

▽
九
州
運
輸
局
福
岡
陸
運
支
局
（
福
岡

市
東
区
千
早
３
―
10
―
40)

�(

673)

１
１
９
３

▽
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
福
岡
主

管
支
所
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

３
―
10
―
17
）

�(

451)

７
７
５
１

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

▽
国
土
交
通
省

h
ttp
://w
w
w
.m
lit.g
o
.jp
/jid
o
sh
a

/carin
f/crs/d

efau
lt.h
tm

▽
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

h
ttp
://w
w
w
.o
sa.g

o
.jp
/an
zen

/h
tm
l2
0
0
1
/ch
ild
seat/in

d
ex

.h
tm
l

市
民
の
国
際
交
流
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
活
動

▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流

活
動

▽
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

対
象
団
体

市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤

・
通
学
す
る
人
で
つ
く
る
５
人

以
上
の
団
体
（
一
人
以
上
の
市

民
の
参
加
が
必
要
で
す
）

補
助
金
額

国
際
交
流
活
動
の
費
用
に

応
じ
て
、
そ
の
１
／
３
か
ら
１
／
２

を
補
助
（
１
団
体
あ
た
り
上
限

30
万
円
）

申
請
期
限

２
月
28
日
�

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
地
域

づ
く
り
担
当

障
害
者
が
直
接
、
会
社
の
人
事
担
当

者
と
面
談
で
き
る
求
職
面
談
会
で
す
。

日
時

２
月
21
日
�

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
　
午

後
０
時
30
分
〜
３
時)

会
場

ホ
テ
ル
日
航
福
岡「
志
賀
の
間
」

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
２

―
18
―
25
）

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

南�(

513)

８
６
０
９

お
知
ら
せ

12

2002.  2.  1 市報かすが

先方への電話は２月４日以
降にお願いします。

【ゆずります】
●石油ファンヒーターuコ
ロナu白色u２年使用u２
千円●石油ストーブu黒色
u5年前購入で１年使用u千
円●パソコン台u千円u

寒竹
かんたけ

�(572)3018
●着物、羽織、帯u各１万
円●布団u千５百円●こた
つu５百円●学習机u千円
u整理ダンスu５百円u吉

よし

本
もと

�(501)3017

【ゆずってください】
●ジュニアシート●ノート
パソコンuいずれも無料で
u黒田

く ろ だ

�(572)0771
●医療事務の通信教材u使
用済みでも可u無料でu

�(502)3836(午後6時以
降)
●ＮＨＫ中国語・ハングル
講座のテキストu古くても
可 u 安 価 で u 平 山

ひ ら や ま

�
070(5274)1972

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿

名は不可)、電話番号、品物
名(色、サイズ、特徴など詳
しく)、有料・無料の別(有
料の場合は１万円を上限と
する希望価格)などを書いて
市役所広報担当に送ってく
ださい。

※ このコーナーは、リサ
イクルを進めるための伝
言板です。営利目的での
利用はご遠慮ください。
なお、品物の引き取り

方法やクレームについて
は、直接当事者間で話し
合ってください。

つる

安
全
性
能
を
評
価

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
ア
セ
ス
メ
ン
ト

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

国
際
交
流
を
応
援
し
ま
す

国
際
交
流
事
業
補
助
制
度

古
く
な
っ
た
消
防
車
に
代
わ
っ
て

最
新
鋭
の
消
防
車
が
、
12
月
24
日
、

市
消
防
団
の
本
部
分
団
に
納
車
さ
れ

ま
し
た
。

納
車
に
先
立
っ
て
市
役
所
で
行
わ

れ
た
引
渡
し
式
に
は
、
井
上
壽
孝

い
の
う
え
と
し
た
か

市

消
防
団
長
を
は
じ
め
団
幹
部
や
本
部

分
団
員
20
人
が
参
列
。

ま
ず
井
上

い
の
う
え

市
長
か
ら
井
上
団
長
に

配
備
車
両
の
目
録
が
伝
達
さ
れ
た

後
、
宮
島
隆

み
や
じ
ま
た
か
し

本
部
分
団
長
に
車
の
鍵

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

宮
島
分
団
長
は
「
こ
れ
ま
で
15
年

間
使
っ
て
き
た
消
防
車
に
比
べ
、
格

段
に
性
能
と
装
備
が
向
上
し
て
い
ま

す
。
訓
練
を
重
ね
て
１
日
も
早
く
操

作
に
精
通
し
、
万
一
の
火
災
に
最
大

限
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
め
ま
す
」
と
気
を
引
き

締
め
て
い
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
こ
の
ほ
か
４
つ
の
分

団
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
１
台
づ
つ

の
消
防
車
が
配
備
さ
れ
、
市
域
を
５

分
割
し
た
担
当
区
域
の
消
火
、
防
災

活
動
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
消
防
車
を
配
備

春
日
市
消
防
団
本
部
分
団

u
特
殊
装
備
を
操
作
し
て
み
せ
る

本
部
分
団
員

u
配
備
さ
れ
た
最
新
鋭
の
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車



社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就
職
希
望

者
や
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人
を

対
象
に
し
た
就
職
説
明
会
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

２
月
22
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

受
付
時
間

▽
求
職
希
望
者
　
午
前
10
時
〜

▽
関
心
の
あ
る
人
　
午
後
１
時
〜

※
　
い
ず
れ
も
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
・
ア
リ
ー

ナ
棟
大
ホ
ー
ル
ほ
か
（
原
町
３

―
１
―
７
）

内
容

お
知
ら
せ

13

▽
福
祉
施
設
の
人
事
担
当
者
と
の
直
接

面
談

▽
福
祉
関
係
資
格
取
得
相
談

▽
求
職
登
録
相
談

▽
全
国
福
祉
求
人
情
報
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー�(

584)

３
３
１
０

春
日
市
の
歴
史
や
風
土
、
文
化
に
つ

い
て
詳
し
く
書
か
れ
た
春
日
市
史
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

全
４
巻

▽
上
巻(

自
然
、
原
始
、
古
代
、
中
世
、

近
世)

▽
中
巻
（
近
代
、
現
代
、
農
業
水
利
）

▽
下
巻(

教
育
文
化
、
民
俗)

▽
資
料
編

価
格

５，

０
０
０
円(

各
巻)

販
売
場
所

市
企
画
情
報
課
広
報
担
当

窓
口

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

「
畳
の
敷
き
合
わ
せ
に
は
座
る
も
の
で

は
な
い
」

切
腹
の
と
き
は
敷
き
合
わ
せ
に
座
り

ま
す
。
そ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
畳
の
上
で
ぞ
う
り
を
履
く
も
の
で
は

な
い
」

昔
、
野
辺
送
り
の
お
棺
を
担か

つ

ぐ
人
は

新
し
い
ぞ
う
り
を
履
き
ま
し
た
。
そ
の

ぞ
う
り
は
出
棺
の
前
か
ら
座
敷
で
履
く

の
で
、
畳
の
上
で
ぞ
う
り
を
履
く
の
は

縁
起
が
悪
い
と
さ
れ
た
の
で
す
。
何
も

知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
新
し
い
ぞ

う
り
を
上
履
き
代
わ
り
に
し
て
よ
く
し

か
ら
れ
た
も
の
で
す
。

「
畳
の
三
隅

み

す

み

は
踏
む
も
の
で
は
な
い
」

「
畳
の
縁へ

り

は
踏
む
も
の
で
は
な
い
」

行
儀
作
法
の
面
か
ら
と
、
縁
を
傷
め

な
い
よ
う
に
す
る
意
味
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
ま
た
昔
の
家
は
粗
末
な
家
も

少
な
く
な
か
っ
た
た
め
、
畳
の
三
隅
の

と
こ
ろ
を
踏
む
と
音
が
し
た
と
い
い
ま

す
。
泥
棒
も
三
隅
は
踏
ま
な
い
よ
う
に

用
心
し
た
そ
う
で
す
。

昔
は
”畳
オ
モ
テ
“が
傷
ん
で
く
る
と

畳
屋
さ
ん
を
呼
ん
で
き
て
素
替

す

が

え
（
畳

オ
モ
テ
を
裏
返
す
こ
と)

を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
両
面
が
傷
む
と
オ
モ
テ
替

え
と
い
っ
て
新
し
い
畳
オ
モ
テ
と
張
り

替
え
ま
し
た
。

畳
オ
モ
テ
は
秋
の
農
閑
期
に
筑
後
方

面
か
ら
女
の
人
が
売
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
「
畳
オ
モ
テ
は
い
ん
な
さ
ら
ん
の

ー
」
と
言
っ
て
１
軒
１
軒
ま
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

昭
和
40
年
代
ま
で
は
全
家
庭
１
年
に

１
度
は
必
ず
大
掃
除
を
し
て
い
ま
し
た
。

大
掃
除
と
い
え
ば
、重
い
畳
の
こ
と
と
、

畳
干
し
の
光
景
を
思
い
出
し
ま
す
。
時

期
は
田
植
え
の
終
わ
っ
た
梅
雨

つ

ゆ

明
け
の

こ
ろ
で
、
晴
天
の
日
を
選
び
ま
し
た
。

一
家
総
出
で
一
日
が
か
り
の
大
仕
事
で

し
た
。
以
前
は
各
農
家
に
は
必
ず

”カ
ド
“と
い
う
籾も

み

を
干
す
た
め
の
広

場
が
あ
り
ま
し
た
。
大
掃
除
は
こ
の
カ

ド
に
何
十
枚
も
ム
シ
ロ
を
敷
く
こ
と
か

ら
始
め
ま
す
。
次
に
家
の
中
に
あ
る
も

の
は
す
べ
て
こ
の
ム
シ
ロ
の
上
に
運
び

出
し
ま
す
。
障
子
、
神
棚（
オ
コ
ク
ラ
と

も
い
う
）、
仏
壇
、タ
ン
ス
、長
持
ち
…
。

什
器

じ
ゅ
う
き

な
ど
は
日
陰
に
置
き
ま
す
。
最
後

に
畳
を
全
部
ム
シ
ロ
の
上
で
２
枚
１
組

で
山
形
を
作
っ
て
並
べ
ま
す
。

畳
や
床
板

ゆ
か
い
た

を
干
し
て
い
る
間
に
、
床ゆ

か

の
下
を
掃
き
上
げ
、
そ
こ
に
白
い
石
灰

を
ま
き
ま
し
た
。
湿
気
を
取
っ
た
り
、

ノ
ミ
や
シ
ロ
ア
リ
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

午
後
の
カ
ン
カ
ン
照
り
を
少
し
過
ぎ

る
こ
ろ
に
な
る
と
、
ど
の
家
か
ら
も

女
竹

お
な
ご
だ
け

で
作
っ
た
棒
で
畳
を
た
た
く
音
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

大
掃
除
の
日
の
夜
の
乾
い
た
畳
の
感

触
は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
平
田

ひ

ら

た

善
積

よ
し
ず
み

ま
じ
な
い
・
う
ら
な
い

・
縁
起
　
そ
の
10

277

春
日
市
史
を
販
売
し
て
い
ま
す

福
祉
の
職
場
説
明
会

も
し
、
あ
な
た
が
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
、
万
一
の

場
合
に
受
け
ら
れ
る
は
ず
の
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
が
受

け
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
年
を
と
っ
て
か
ら
の
大
切

な
老
齢
年
金
が
満
額
で
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
と
い
う
場
合
も
で

て
き
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
重
な
る
と
、
あ
と
で

保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
に

な
り
、
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

も
う
一
度
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
な
い
か
、
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
お
支
払
い
は
、
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。

口
座
振
替
に
す
る
と
、
保
険
料
が

あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
毎
月
月
末

に
自
動
的
に
振
り
替
え
ら
れ
る
の

で
、
納
め
忘
れ
も
な
く
、
払
い
込
み

に
行
く
必
要
も
な
く
て
便
利
で
す
。

預
金
通
帳
・
銀
行
の
届
出
印
・
年

金
手
帳
を
持
参
し
、
国
保
年
金
課
か

金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

(

国
保
年
金
課
年
金
担
当)

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
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２
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

¡

¡

¡

¡

¡

¡

¡
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¡
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カ
ゼ
ひ
き
さ
ん
は
い
な
い
か
な
。

み
ん
な
が
元
気
で
健
康
に
過
ご
せ

る
よ
う
願
っ
て
『
豆
ま
き
』
を
し

ま
す
。
み
ん
な
で
福
を
た
く
さ
ん

呼
び
込
み
に
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
来

ま
せ
ん
か
。

▽
２
日
�
　
午
後
３
時
〜
（
毛
勝
）

▽
３
日
�
　
午
前
11
時
〜
（
須
玖
）

▽
３
日
�
　
午
後
４
時
〜
（
光
町
）

※

「
節
分
」
と
は
、
冬
と
春
と

の
境
目
で
、「
立
春
」
の
前
日

(

今
年
は
２
月
３
日
�)

の
こ
と

で
す
。
こ
の
日
に
、
炒
っ
た
大

豆
を
ま
き
、
自
分
の
年
の
数
だ

け
食
べ
る
と
、
１
年
間
病
気
に

な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。



曇
り
の
ち
晴
れ
・
ク
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ズ
・
散
歩
道
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み
な
さ
ん
お
正
月
の
初
売
り
で
何
を

買
い
ま
し
た
か
。
福
袋
、
そ
れ
と
も
欲

し
か
っ
た
家
電
製
品
で
す
か
。
私
は
な

ん
と
ウ
ィ
ッ
グ(

付
け
毛)

を
衝
動
買
い

し
て
し
ま
い
ま
し
た
▼
さ
っ
そ
く
付
け

て(

か
ぶ
っ
て
？)

み
る
と
、
こ
れ
が
思

い
の
ほ
か
楽
し
い
も
の
で
す
。
あ
っ
と

い
う
間
に
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
女
へ
と
大
変

身
。
気
分
は
芸
能
人
か
少
女
マ
ン
ガ
の

主
人
公
の
よ
う
で
す
。
鏡
の
前
で
あ
れ

こ
れ
と
髪
型
を
変
え
て
楽
し
ん
で
、

「
○
○
に
な
っ
た
つ
も
り
」
と
一
人
で

悦
に
入
っ
て
い
ま
す
▼
変
身
を
終
え
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
い
ざ
お
出
か
け
し

て
み
る
と
、
意
外
な
ほ
ど
に
わ
ざ
と
ら

し
く
も
な
く
、
大
満
足
で
す
。
辺
り
を

見
渡
す
と
、
結
構
み
ん
な
付
け
毛
を
楽

し
ん
で
い
る
ん
だ
、
と
気
付
き
ま
す
▼

誰
に
で
も
変
身
願
望
は
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
ん
な
に
簡
単
に
か
な
え
ら
れ

る
な
ら
、
も
っ
と
若
い
う
ち
に
と
残
念

に
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
▼
家
に
帰
り
、

ウ
ィ
ッ
グ
を
取
り
外
し
、
鏡
を
の
ぞ
く

と
、そ
こ
に
は
貧
相
な
自
分
が
・
・
・
。

頭
髪
を
気
に
す
る
友
人
た
ち
の
悲
哀
を

感
じ
つ
つ
、
現
実
の
世
界
へ
逆
戻
り
で

す
▼
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
勝
負
で
き

な
い
と
こ
ろ
が
悲
し
く
も
あ
り
ま
す

が
、「
何
に
で
も
挑
戦
」
を
今
年
の
モ

ッ
ト
ー
に
、
当
分
楽
し
も
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

(

志)

初
挑
戦

問１　③白水大池公園
問２　②１月14日
問３　①めだかひろば
問４　③チェコ
問５　②30周年
（応募総数　66通）

確定申告の期限はいつまで？
①２月１５日
②３月１５日
③４月１５日

U-19アジアラグビー大会で優勝したのは？
①韓国
②日本
③中国

母子家庭親子レクリエーションで行うのは？
①料理教室
②映画鑑賞
③いちご狩り

2月３日はなんの日？
①兄さんの日
②立春
③節分

白色トレイとして出せるのは？
①どんぶり型
②四角形
③トロ箱

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法　ハガキに、①市報の月日号②クイ
ズの答え③住所④氏名⑤電話番号
⑥市報に関する感想や要望などを
書いて、送ってください。

あて先　〒816－8501
春日市役所広報担当

締め切り日　2月20日�（必着）
※ 全問正解者の中から抽選で、10人に図
書券（500円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表に代えさ

せていただきます。

６
ペ
ー
ジ
の
記
事
で
も
紹
介
し

て
い
る
、
第
21
回
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
中
央
大
会

（
法
務
省
な
ど
主
催
）
の
「
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞
」
を
受

賞
し
た
松
本
梢
さ
ん
。

受
賞
の
知
ら
せ
に
大
変
喜
ん
だ

松
本
さ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
も
嬉

し
か
っ
た
の
は
作
文
に
登
場
し
た

大
志
く
ん
の
両
親
か
ら
感
謝
の
言

葉
が
あ
っ
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

で
も
立
派
な
成
績
を
残
し
た
松
本

さ
ん
で
す
が
、
目
下
一
番
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
は
テ
ニ
ス
の
練
習

だ
そ
う
で
す
。
以
前
市
報
11
月
１

日
号
「
春
日
の
元
気
印
」
コ
ー
ナ

ー
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
こ

ち
ら
も
大
変
素
晴
ら
し
い
戦
績
で

す
。松

本
さ
ん
が
テ
ニ
ス
を
始
め
た

の
は
小
学
校
２
年
生
の
と
き
。
コ

ー
チ
を
し
て
い
た
お
母
さ
ん
に
手

ほ
ど
き
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
以
来
休
み
な
く
練
習
を

続
け
て
い
ま
す
。

松
本
さ
ん
は
「
練
習
を
確
実
に

こ
な
す
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
が
上
手
に
な
っ
た
と
感
じ

る
瞬
間
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

今
の
目
標
は
、
兄
の
よ
う
に
テ
ニ

ス
の
強
豪
校
へ
進
学
す
る
こ
と
で

す
」
と
胸
の
内
を
明
か
し
て
く
れ

ま
し
た
。

現
在
生
活
の
中
心
は
テ
ニ
ス
だ

そ
う
で
す
が
、
学
校
の
成
績
も
良

い
と
い
う
話
を
聞
き
、
そ
の
秘
訣

ひ

け

つ

を
尋
ね
る
と
「
学
校
と
テ
ニ
ス
は

別
々
に
考
え
て
取
り
組
む
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
成
績
が
落
ち
た
の

を
テ
ニ
ス
の
せ
い
に
さ
れ
た
く
な

い
か
ら
」
と
そ
れ
ま
で
の
お
っ
と

り
し
た
口
調
が
う
そ
の
よ
う
に
、

き
っ
ぱ
り
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

や
は
り
人
並
み
以
上
の
努
力
が
あ

っ
て
こ
そ
の
よ
う
で
す
。

テ
ニ
ス
の
練
習
も
学
業
も
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
き
た
松
本
さ
ん
。

今
後
も
見
事
に
両
立
さ
せ
な
が
ら
、

よ
い
成
績
を
残
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

松
本

ま
つ
も
と

梢こ
ず
え

さ
ん

（
春
日
野
中
１
年
）

テニスに学業に
文武
ぶ ん ぶ

両道
りょうどう



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

△「明けましておめでとう」 １月３日　春日神社
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●市の人口　１０７，０３０人�
　　　　　（前月比＋100人） �

　　女５４，２８０人　男５２，７５０人�
●世帯数　　41,117世帯�

●転入　565人　●出生　  90人�

●転出　507人　●死亡　  55人�

　　　　　　　　（12月31日現在）�

昨年10月、高校生を対象にした｢第７回高校生国際芸

術コンクール２００１｣の美術部門で、福岡県立武
む

蔵
さし

台
だい

高

校に通う梅
うめ

林
ばやし

愛
あい

さん(一の谷)と白
しら

尾
お

徳
とく

海
うみ

さん(春日公園)が

入選を果たしました。

このコンクールは日本国内だけでなく、世界中の高校

生を対象にした音楽と美術のコンクールで、海外も含め、

美術部門１，９０１点の応募の中からの入選でした。

２人は美術の授業で、地球環境をテーマに選んでポス

ターを制作し、このコンクールに応募しました。

制作に取り掛かると、梅林さんはアイデアが次から次

へと沸いてきて、何枚も作品を作り上げたそうです。反

対に白尾さんの作品は、中学生のときから温めていたア

イデアを形にするのに時間がかかり、夏休みも自宅に持

ち帰ってようやく完成させた苦心作だったようです。

入選の知らせを聞いたとき、梅林さんは「とても意外

だった」、白尾さんは｢自信が無かったのでうれしかった｣

とはにかみながら話してくれました。

現在２年生の２人も、もうすぐ受験。美術の授業も今

年度までだそうです。そこで、将来の夢はと尋ねると、

梅林さんは「獣医さんになりたいです。家でもネコを飼

っていますが、動物が大好きなんです」と答えてくれま

した。

一方、白尾さんは「大学で教育学を学んで将来はウガ

ンダの教育の発展に尽くしたい」とのことでした。なん

と白尾さんは、10歳までアフリカのウガンダ共和国で育

ち、現地の学校に通っていたとのこと。今回の作品にも

アフリカ大陸が登場しています。内戦などで荒れたウガ

ンダの復興に尽くすという夢を持ち続けているそうです。

自らの夢をしっかりと語る２人を前

にしながら、環境問題を鋭くとらえた

ポスターの出来栄えに改めて感心させ

られました。

２人とも、これからもさまざまな分

野で活躍してくれることと思います。

頑張ってください。
白尾徳海さん

v
梅
林
さ
ん
の
作
品
「
あ
な
た
の
地
球
」

梅林　愛さん

v
白
尾
さ
ん
の
作
品
「
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
」




